
 

平成２９年 ７月１１日 

 

各 位 

 

ご 案 内 

 

水産関係者との意見交換会 

 

マイワシ・サバ類太平洋系群及びサンマの資源状態と漁況予報をめぐって 

                                                                      

           

向暑の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

     

 日頃より、我が国周辺水域資源調査・評価等推進事業並びに国際水産資源評

価調査・情報提供事業に対しまして、温かいご支援・ご協力を賜り厚く御礼申

し上げます。今年度も水産研究・教育機構及び都道府県の関係試験研究機関等

と共に水産庁から標記事業を受託いたしました。 

 

また、昨年度より標記事業におきまして、漁業現場の関係者（漁業者及び流

通加工業者等）の皆様との意見交換会を開催することとなり、その事務局を務

めることとなりました。この意見交換会の目的は、①漁況等の現状に関する調

査や解析結果をわかりやすくご説明し、現場でどのような予報が必要かの検討

並びに、②資源評価や漁海況予報担当者と漁業現場の関係者が意見交換及び情

報共有を行うことにより漁業現場を正確に把握することです。 

 

このほど、別紙1～2のとおり釧路市におきまして、水産関係者との意見交換

会を企画しましたので、ご案内申し上げます。 

 

 

              

一般社団法人 漁業情報サービスセンター 

（水産関係者との意見交換会 事務局） 

  



 

（別紙 1） 

 

■開催趣旨 

資源回復計画の取り組み等によりマサバやマイワシ太平洋系群の資源が増加

し、道東でもこれらの漁場が近年復活した。その中で、わが国 200 海里のすぐ

外側で外国漁船が最近急増し、サバ類等を漁獲していると見られている。一方、

サンマについては外国船による漁獲増加が続くと共に、2010 年頃からサンマの

分布が沖合化し、道東への来遊が遅れる傾向にある。そのような中で、一昨年

７月に北太平洋漁業資源保存条約（NPFC）が発効し、昨年 4 月に国際資源管理

に向けた資源評価がスタートし、その後も我が国を中心に精力的に資源管理に

むけた努力がなされている。 

これら魚種の資源状態や漁獲動向は漁業者のみならず道東の加工流通産業に

とっても関心の高い課題であるところから、これら魚種の漁況については水産

研究・教育機構が関係道県などと連携して、長期予報を毎年行っている。ここ

では、マイワシ、サバ類、サンマの資源評価と長期予報に加えて、最近の調査

結果や漁海況情報を担当者からわかりやすく説明し、水産関係者の皆様と意見

交換することにより、資源評価や漁海況予報の改善に資することとしたい。 

 

■プログラム 

 （別紙 2） 

 

■懇親会 

場所：炉端煉瓦（釧路市錦町３の５の３ 電話 0154-32-3233） 

（ANA クラウンプラザホテル裏） 

時刻：18:00～19:30 

参加費： 4,000 円(飲み放題) 

 

■意見交換会・懇親会とも参加自由ですが、事前申し込みを下記申込書にてお

願いします。 

 

■参加申し込み先 

一般社団法人 釧路水産協会 （山田）   

電話：0154-23-2970  FAX：0154-23-2971      

 

■参加申込書 

プログラムをご覧の上、参加の有無（○×）を明記し、7 月 31 日（月）まで

に上記申込先にファックスでお送りください。  



意見交換会 参加申込書（釧路） 

 

あて先：一般社団法人 釧路水産協会 山田様． 

 

送信日：    月   日 

 

送信者：         ．      代表者：         ． 

 

連絡先：〒   ‐                         ． 

 

電話：             ．  FAX：           ． 

 

メールアドレス：         ＠          ． 

 

 

氏   名 

 

所  属（団体、会社名など） 

意見交

換会 

懇親会 

4千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

   

 

その他連絡事項（あれば） 

  



（別紙 2） 

水産関係者との意見交換会 

マイワシ・サバ類太平洋系群及びサンマの資源状態と漁況予報をめぐって（於：釧路） 

 

共催：（一社）漁業情報サービスセンター・（研）水産研究・教育機構 中央水産研

究所・東北区水産研究所・（地独）北海道立総合研究機構 釧路水産試験場 

後援：釧路市・（一社）釧路水産協会・北海道まき網漁業協会・釧路水産加工振興協

議会・全国さんま棒受網漁業協同組合・北海道新聞釧路支社・釧路新聞社 

 

日時：2017年 8 月 8日（火） 14：00～17：00 

場所：マリントポスくしろ３階大研修室 

    (釧路市浜町３番１８号くしろ水産センター内 電話 0154-22-0191) 

 

プログラム 

注：講演時間には当該講演に関する質疑と意見交換（5 分程度）を含みます。 

 

主催者挨拶: 漁業情報サービスセンター常務理事 本田 修  14：00～14：05 

来賓挨拶：釧路市副市長  岩隈敏彦      14：05～14：10 

 

趣旨説明： 谷津明彦（漁業情報サービスセンター）    14：10～14：20 

 

●話題提供・意見交換 

1．最近の東北～道東沖合域の海況経過と予測 

    市川忠史（水産研究・教育機構 東北区水産研究所） 14：20～14：40 

2．マイワシおよびサバ類太平洋系群の資源状態 

        渡邊千夏子（水産研究・教育機構 中央水産研究所）   14：40～15：10 

3．マイワシ・サバ類の道東沖での調査結果と来遊見込み 

        板谷和彦（釧路水産試験場）          15：10～15：30 

（休憩 10分） 

4．本年のマイワシ・サバ類の漁況と海況 

渡邉一功（漁業情報サービスセンター）        15：40～16：00 

5．サンマの漁期前調査からみた今後の来遊見込み 

渡邉一功（漁業情報サービスセンター）・守田航大（釧路水産試験場）   

        16：00～16：30 

●全体意見交換（マイワシ・サバ類・サンマ） 

司会：谷津明彦（漁業情報サービスセンター）       16：30～17：00 

 

■懇親会       18：00～19：30 


